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明
治
�
年
か
ら
�
�
�
年
に
わ
た
り
地
域
の
教
育
を
支
え
て
き
た
津
田

小
学
校
が
、
平
成　

年
�
月
を
も
っ
て
休
校
と
な
り
ま
し
た
。
�
月　

日

��

��

に
は
同
校
で
休
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
児
童
や
地
域
住
民
ら
約
�
�
�

人
が
出
席
。
児
童
に
よ
る
発
表
で
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
校
歌
と

「
仰
げ
ば
尊
し
」を
全
員
で
合
唱
し
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、

運
動
場
で
記
念
碑
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「子どもは地域の宝」
その思いで休校に前向きに
　地域の中には、「まだ子どもは�人いるんだか
ら休校は…」という声もありました。しかし、
「大勢の中で学ばせたい」という保護者の思いも
あり、休校に向けて前向きになることができま
した。子どもは地域の宝ですから。地域の教育
を支えたこの津田小学校がなくなるのは確かに
寂しいことですが、これからは心のよりどころ
として大切にしていきたいと思います。

津
田
小
学
校
の
あ
ゆ
み
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吉
村
に
第
十
番
学
区
日
向
小
学
校
設
立

第
二
番
学
区
修
成
小
学
校
吉
村
支
校
と
改
称

尋
常
旭
山
小
学
校
と
改
称

船
津
村
立
尋
常
船
津
小
学
校
の
支
校
と
な
る

旭
山
尋
常
小
学
校
と
改
称

旭
山
尋
常
小
学
校
本
校
と
な
る

旦
土
に
津
田
村
立
旭
山
尋
常
小
学
校
を
移
転
改
築（
本
校
、分
教
場
を
統
合
）

記
念
に「
い
ち
ょ
う
の
木
」を
植
樹

津
田
村
立
津
田
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

同
校
に
津
田
実
業
補
習
学
校
を
併
設

大
水
害
に
よ
り
校
舎
破
損

津
田
村
立
津
田
国
民
学
校
と
改
称

津
田
村
立
津
田
小
学
校
と
改
称

落
合
町
、木
山
村
、美
川
村
、河
内
村
、川
東
村
と
合
併

落
合
町
立
津
田
小
学
校
と
な
る

校
歌
が
で
き
る

津
田
小
学
校
創
立
百
周
年

屋
内
体
育
館
完
成
。校
舎
改
築

体
力
づ
く
り
推
進
研
究
指
定
校
と
な
る（
文
部
省
、県
教
委
）

県
下
で
初
め
て
体
育
に
一
輪
車
を
取
り
入
れ
る

体
力
づ
く
り
推
進
研
究
指
定
校
と
な
る（
県
小
体
連
）

体
力
づ
く
り
推
進
研
究
発
表

給
食
室
完
成

�
カ
町
村
が
合
併
。真
庭
市
立
津
田
小
学
校
と
な
る

さ
く
ら
基
金
を
設
置
し
校
庭
の
桜
保
護
を
進
め
る

岡
山
県
学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞

岡
山
県
学
校
安
全
推
進
学
校
表
彰
受
賞

上
田
小
学
校
休
校
に
伴
い
同
小
学
校
区
を
統
合

�
月
休
校

旦
土
村
に
思
誠
小
学
校
設
立

思
誠
小
学
校
を
廃
し
て
久
米
郡
奥
山
手
村
と

連
合
。温
知
小
学
校
と
合
併
す
る

奥
山
手
村
と
の
連
合
を
解
き
、舞
高
村
に
第

二
番
学
区
修
成
小
学
校
舞
高
支
校
を
設
立

尋
常
誠
進
小
学
校
と
改
称

船
津
村
立
尋
常
船
津
小
学
校
と
改
称

河
川
氾
濫
に
よ
り
校
舎
流
出（
約
�
年
休
業
）

旭
泉
尋
常
小
学
校
校
舎
完
成

船
津
村
と
上
田
村
が
合
併

津
田
村
立
旭
泉
尋
常
小
学
校
と
な
る

旭
山
尋
常
小
学
校
と
合
併
し
分
教
場
と
な
る

津田小学校休校（創立���周年）記念式典

惜しまれつつ長い歴史に幕

津
田
小
学
校
休
校
行
事
実
行
委
員
会

委
員
長　

石
坂
伸
治
さ
ん

感謝のメッセージをみ
んなで寄せ書き

シンボルの「いちょうの木」の
下で行われた記念碑除幕式
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�
月　

日
に
津
田
小
学
校
卒
業
証
書

��

授
与
式
が
行
わ
れ
、
同
校
最
後
の
卒
業

生
�
人
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
お
別
れ

の
言
葉
で
は
卒
業
生
と
下
級
生
が
向
き

合
い
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
を
回

想
。
下
級
生
は
卒
業
生
の
名
前
を
�
人

ず
つ
呼
び
、
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
�
人
は
、
共
に
学
ん
だ
在
校
生
や

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
、
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
思
い
を
述
べ
、
慣
れ
親

し
ん
だ
学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

最
後
の
卒
業
生
見
送
る

落合小学校との交流会（��/��）

お世話になった先生と
の記念写真。筧智裕さ
ん（中央左）は美容師
に、鈴木結賀さん（中央
右）はパティシエになる
という夢を抱き、この春
から落合中学校に通っ
ています。
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
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�
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―
休
校
記
念
式
典

児
童
発
表
か
ら
―

�
�
�
年
間
に
わ
た
り
地
域
に
と
も
し
び

�
��
�
�
�
��
�
�
	


�

　

児
童
の
減
少
に
よ
り
�
月
末
で
休
校
と
な
っ
た
津
田
小
学
校
。
少
人
数
で
も

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
た
最
後
の
�
年
間
を
少
し
だ
け
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

昨年の津田小学校全校キャンプで行われた
キャンプファイア（�/��）

休校記念大運動会（�/��） プール開き（�/�）
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自主・依存財源区分別グラフ 歳入一般会計

歳入�
315億�

3,600万円�

分担金および負担金�
3億9,436万円（1.3％）�

その他�
（自動車取得税交付金、�
  ゴルフ場利用税交付金など）�
1億2,360万円（0.3％）�

使用料�
および手数料�
3億9,005万円�
（1.2％） 

繰入金など�
7億1,077万円�
（2.2％） 

市税�
48億3,539万円�
（15.3%）�

市債�
54億5,020万円�
（17.3％）�

県支出金�
19億2,600万円（6.1％）�

国庫支出金�
21億8,970万円�
（7.0％）�

地方譲与税�
2億6,630万円（0.9％）�

地方消費税交付金�
5億2,630万円（1.7％）�

地方交付税�
147億2,333万円�
（46.7％）�

自主財源(20.0%) 依存財源(80.0%) ※（　）は構成比�

※平成��年度に実施する主要事業の中から抜粋して掲載しています。

　
　

平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、『
元
気
で
希
望
の
湧
く
真
庭
』
を
築
く
展
望
の
下
、
�
項
目

��

の
重
要
政
策
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。一
般
会
計
の
総
額
は
、
�
�
�
億

�
千
�
�
�
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ　

億
�
千
�
�
�
万
円
（
�
・
�
㌫
）
の
増
と
な
り
ま

��

し
た
。こ
れ
は
、
合
併
時
の
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
が
最
終
期
を
迎
え
、
施
設
整
備
な
ど
の

事
業
費
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
に

��

��

実
施
時
期
を
変
更
し
た
落
合
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
を
除
け
ば
、
前
年
度
よ
り
�
億

�
千
�
�
�
万
円
（
�
・
�
㌫
）
の
減
と
な
り
、
地
方
交
付
税
の
減
額
に
備
え
る
た
め
の
歳

出
抑
制
の
準
備
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
真
庭
別
冊

「
平
成　

年
度
予
算
の
概
要
」で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��

�問
 
　

総
務
部
財
政
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

自
主
財
源
は
わ
ず
か�

㌫
��

前
年
度
に
比
べ
割
合
減
る

■
起
業
支
援
事
業

�
��

万
円

��

新
し
く
事
業
を
実
施
し
、
創
業
を
目
指
す

市
内
商
工
業
者
に
対
し
て
支
援

■
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
市
営
住
宅
建
設
事
業

�
億
�
千　

万
円

��

全
国
に
先
駆
け
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）工

法
の
住
宅
を
建
設
し
、真
庭
の
産
業
を
Ｐ
Ｒ

■
観
光
客
誘
致
推
進
事
業�

千
�
�
�
万
円

『
�
�
�
万
人
の
観
光
真
庭
づ
く
り
』を
目

標
に
観
光
関
連
団
体
と
連
携
し
て
市
内
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
地
域
活
性
化
事
業

�
千
�
�
�
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
、
地
域

活
動
や
農
林
漁
業
な
ど
を
応
援
。
今
年
度

�
人
に
増
強

■
消
防
団
車
両
更
新
事
業

�
千　

万
円

��

ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど
の
車
両
を
更
新
し
、

防
災
力
強
化
を
図
る

■
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

�
億
�
千
�
�
�
万
円

天
津
・
川
東
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
建
設
の

た
め
の
造
成
工
事
や
実
施
設
計
を
行
う

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
自
主
的
に

収
入
で
き
る
市
税
な
ど
の
「
自
主
財

源
」
と
、
国
や
県
な
ど
に
頼
っ
た

「
依
存
財
源
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自

主
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政
の
自
主

性
と
安
定
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

真
庭
市
の
自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の

　
 
㌫ 
で
、
昨
年
度
よ
り
割
合
が
減
り
、

��多
く
を
国
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
状

況
で
す
。
市
税
に
つ
い
て
は
長
引
く

景
気
低
迷
か
ら
の
回
復
の
兆
し
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、 �
・
� 
㌫ 
増
の　
��

億
�
千
�
�
�
万
円
を
計
上
。
歳
入

の　

・
� 
㌫ 
を
占
め
る
地
方
交
付
税

��
に
つ
い
て
は
、
�
・
�
㌫ 
減
の
�
�
�

億
�
千
�
�
�
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
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�
�
�
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�
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『
元
気
で
希
望
の
湧
く
真
庭
』

を
実
現
す
る
４
つ
の
主
要
事

業
か
ら（
抜
粋
）
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性質別グラフ 歳出一般会計特別会計 ���億�����万円（����）

��億�,���万（�.�％）国民健康保険

�億�,���万円（△�.�％）後期高齢者医療

��億�,���万円（�.�％）介護保険

�,���万円（��.�％）介護保険
（介護サ－ビス事業）

��億�,���万円（�.�％）簡易水道事業

�億�,���万円（�.�％）浄化槽事業

�億�,���万円（��.�％）農業集落排水事業

��億�,���万円（△�.�％）公共下水道事業

�,���万円（△��.�％）分譲宅地事業

�,���万円（△��.�％）津黒高原観光事業

���万円（��.�％）クリエイト菅谷事業

�億���万円（△�.�％）温泉事業

公営企業会計 ��億�����万円（△����）

�億�,���円（△�.�％）農業共済事業

��億�,���万円（△�.�％）水道事業

��億�,���万円（�.�％）
国民健康保険
湯原温泉病院事業

歳出�
315億�

3,600万円�

人件費 �
61億8,916万円�
（19.6％）�

維持補修費�
4億9,290万円（1.6％）�

扶助費�
29億7,520万円�
（9.4％）�

公債費�
42億3,996万円�
（13.5％）�

物件費�
41億8,238万円�
（13.3％）�

補助費等�
34億389万円�
（10.8％） 

普通建設事業費�
63億6,310万円�
（20.2％） 

義務的経費(42.5%)

消費的経費(25.7%)

投資的経費(20.2%)

その他の経費(11.6%) ※（　）は構成比�

災害復旧事業費�
1,420万円�
（0.1％未満）�

その他（繰出金、積立金など）  �
36億7,521万円（11.6％）�

　

歳
出
を
性
質
別
で
見
る
と
、
毎
年

必
要
な
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
、
後
年
度
に
残
ら
な
い
物
件
費
な

ど
の
消
費
的
経
費
、
将
来
に
残
る
建

設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
、
繰

出
金
な
ど
そ
の
他
の
経
費
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
今
年
度
は
、
事
業
年
度
を

変
更
し
た
落
合
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

建
設
や
認
定
こ
ど
も
園
整
備
、
火
葬

場
建
設
な
ど
に
よ
り
普
通
建
設
事
業

費
が
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
投
資
的
経
費
で　

・
�
㌫ 
増
の　

��

��

億
�
千
�
�
�
万
円
を
計
上
。ま
た
、

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
特
別
会
計
に

対
す
る
繰
出
金
の
増
額
が
主
な
要
因

と
な
り
、
�
・
�
㌫ 
増
の　

億
�
千
�

��

�
�
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
真
庭
市
児
童
・
生
徒
学
力
向
上
事
業

�
�
�
万
円

市
内
全
小
学
校
の
�
〜
�
年
生
対
象
の
学

力
調
査
を
実
施
。
実
態
と
課
題
を
把
握
し

学
力
向
上
を
図
る

■
実
物
投
影
機
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
整
備

事
業 

�
千
�
�
�
万
円

中
学
校
�
校
、
小
学
校　

校
の
普
通
教
室

��

に
実
物
投
影
機
な
ど
を
導
入

■
総
合
計
画
推
進
事
業

�
千
�
�
�
万
円

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
第
�
次
総
合
計
画
を
策
定

■
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
・
管
理
運
用

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
�
万
円

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
な
ど
を
一
元
管
理

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
空
き
状
況
確
認

や
予
約
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

投
資
的
経
費
、そ
の
他
の
経
費

が
増
と
な
っ
た
歳
出

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

※（  ）内は対前年度比

　一般会計から各特別会計への繰出金は以
下の表のとおりです。総額のうち赤字補てん
である基準外繰出金は�億���万円もあり、
前年度に比べて�� . � ％の増。今後の財政運
営を考えると深刻な状況になっています。

一般会計から特別会計への繰出金は

� � �％増の��億� � ���万円

一般会計から特別会計への繰出金

�億�,���万円国民健康保険

�億�,���万円後期高齢者医療

�億�,���万円介護保険

�,���万円介護保険（介護サービス事業）

�億�,���万円簡易水道事業

�,���万円浄化槽事業

�億�,���万円農業集落排水事業

�億�,���万円公共下水道事業

���万円分譲宅地事業

�,���万円津黒高原観光事業

���万円クリエイト菅谷事業

��億�����万円合計

�,���万円農業共済事業

�億���万円水道事業

�億�,���万円湯原温泉病院事業

�億�,���万円合計

一般会計から公営企業会計への補助金
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し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
者
を
年
代
別
に
み
る
と
特
に　

歳
��

以
上
の
人
か
ら
の
相
談
が
、
相
談
件
数
の

　

・
�
㌫ 
を
占
め
、　

歳
代
の
人
を
含
め
る

��

��

と　

・
�
㌫ 
に
上
り
ま
す
。
全
国
と
同
じ
よ

��
う
に
真
庭
市
で
も
高
齢
者
の
被
害
が
大
変

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ケ
ー
ス

別
に
相
談
件
数
を
み
る
と
電
話
勧
誘
販

売
、
通
信
販
売
、
訪
問
販
売
、
店
舗
販
売

　

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談

は
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成　

年
度

��

の
受
付
件
数
は
、
�
�
�
件
と
前
年
に
比

べ
約
�
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

私
た
ち
消
費
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
機
会

が
急
増
す
る
一
方
で
、
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
が
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
定
着

相
談
の
件
数
が
増
加

　

�
月
は
、
消
費
者
月
間
で
す
。
近
年
、
消
費
生
活
と
経
済
社
会
の
関
係
は
多
様

化
・
複
雑
化
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
真
庭
市
の
相
談

状
況
に
つ
い
て
、
く
ら
し
安
全
課
の
矢
谷
佳
子
課
長
に
聞
き
ま
し
た
。

つ
な
が
ろ
う
消
費
者

〜
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
た
め
に
〜

○相談者の年代別の割合（平成25年度）�

○ケース別の相談件数�

6.5%

9.3%

5.3%

5.7%

10.9%54.6%

7.7%

30歳未満�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代�

70歳代�

不明�

訪問購入�

送りつけ販売�

マルチ的販売�

店舗販売�

訪問販売�

通信販売�

電話勧誘販売�

0 10 20 30 40 50

1

2

5

29

37

43

47

消費生活相談件数�

（件）�

50�

100�

150�

平成21年度�平成22年度�平成23年度�平成24年度�平成25年度�

200�

250�

300�

59
71

97
125

247

相談件数が急増
平成��年から真庭市消費生活センターを設置。年々相

談件数が増加しており、身に覚えのない健康食品の送

りつけや架空請求、インターネットに関するトラブル

などさまざまな相談が寄せられています。

生活環境部
くらし安全課

矢
や

    谷   佳  子   課長
だに よし こ

※ケースが不明のもの、問い合わせ
　は除いています。
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冷
静
に
考
え
る
間
も
な
く
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
場
合
で
も
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
」
の
制
度
が
利
用
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
専
門
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

�
月
か
ら
設
置
し
た
、
く
ら
し
安
全
課

は
、
市
民
の
身
近
な
安
全
・
安
心
を
守
る

仕
事
を
担
当
し
ま
す
。
消
費
生
活
問
題
以

外
に
も
交
通
安
全
や
防
犯
、公
共
交
通（
ま

に
わ
く
ん
�
）、
青
少
年
健
全
育
成
、
人
権

擁
護
、
男
女
共
同
参
画
、
Ｄ
Ｖ
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
総
合
相
談
窓

口
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、「
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

っ
た
よ
う
な
場
合
に
、相
談
を
お
聞
き
し
、

担
当
課
を
紹
介
し
た
り
、
担
当
者
を
呼
ん

で
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
専
門
の
相
談
窓
口
や
相
談
機
関
の
紹

介
と
い
っ
た
情
報
提
供
も
し
ま
す
。
迷
わ

れ
た
と
き
は
、
ま
ず
は
、
く
ら
し
安
全
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
順
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

昼
間
、
一
人
で
い
る
時
間
の
多
い
高
齢
者

な
ど
が
、
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
な
ど
の

勧
誘
を
受
け
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

近
年
の
被
害
ケ
ー
ス
を
み
る
と
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
被
害
の
相
談
件
数

は
、
高
齢
者
人
口
の
伸
び
以
上
に
増
加
し

て
お
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
高
齢
者
が
再

び
狙
わ
れ
て
被
害
に
遭
う
「
二
次
被
害
」

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
関
し
て
「
何
か
お
か
し
い
…
。
不

安
だ
な
。」
と
思
っ
た
ら
、
決
し
て
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

 
一 
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

 
ま
ず
は
、ご
相
談
く
だ
さ 
い

�日間訪問販売・訪問購入
�日間電話勧誘販売

�日間
特定継続的な役務提供
（エステティックや学習塾など）

�日間
生命・損害保険契約
（店舗外での期間が�年を超える契約）

��日間マルチ商法
��日間業務提供誘引販売（内職商法など）

★クーリング・オフとは

消費者が契約の申し込みを一定期間に限り無条件
で撤回・解除ができるという制度のことです。
　

★クーリング・オフできる取引と期間

毎
週
火
・
木
曜
日
は

女
性
・
家
庭
相
談

と
き　
　

午
前
�
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

久
世
公
民
館　
　

消費生活相談員の広瀬さんに聞きました

最近、複数の業者が登場し、電話で投資の勧
誘をする「劇場型」の相談が、特に多く寄せ
られています。（電話での勧誘には応じない
ようにしましょう）。また、封書でパンフレ
ットなどが届くようですが、パンフレットに
覚えがないなど不審な点を感じたら、センタ
ーまで情報提供をお願いします。

無料相談をご利用ください

������
法律専門家が支援

弁護士・司法書士が多重債務問題の解決
を支援します。ぜひご相談ください。

�日時　
　�月��日�  午前��時～午後�時
�場所
　岡山県消費生活センター（研修室）
�問い合わせ先
　岡山県県民生活部くらし安全安心課
　℡���-���-����

※事前予約はいりませんが、当日先着順
に受け付けます。

真庭市消費生活セ ンター
(く らし安全課内)  

○受付時間
�：��～��：��・��：��～��：��
※祝日を除く月～金曜日
直通電話：����-��-���� 

消費生活相談員

広瀬ミヱ子  さん

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

を
ご
利
用
く
だ
さ
い


